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スズムシの飼育容器

産卵と卵の管理

●オスが鳴くようになる8月中ごろから、交尾をする。

→9月～10月ごろにメスが卵を産む。

●全てのスズムシが死んだら、エサ・植木鉢などを取り
除いて土のみの状態にする。（死がいやエサの残りカ
スも取る）

●１匹のメスで、100～200個ほどの卵を産む。

→卵は１センチほどの深さに１卵づつバラバラに産み
つけられているので、土の一部を少し掘って卵を確
認する。

●卵の入った容器は暖房のかからない車庫などの 冷暗所 に置いて、砂の表面が乾かな
いようにときどき霧吹きで水分を補給する。
→水分の蒸発を防ぐために、ふたの下には新聞紙をはさむ。

→5～6月ごろになると、卵から幼虫が出てくる。

�スズムシのタマゴ

深さ約１㎝

卵の大きさ
約3㎜

かれ木は、かくれ場所にもなるけど、

脱皮するときに体を固定するための足

場として必要なんだ。

アミのついたふた

新聞紙

ニボシ・ケズリブシ

パン・ナス

植木鉢のかけら

かれ木
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砂（3㎝）

赤玉土（3㎝）

砂の表面が乾いたら
霧吹きをしよう。

20㎝


